
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 6 回 理事会  

日 時 令和 7 年 11 月 13 日  18:30～21:00 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小無田彰仁、浦川純二、重松康志、大石勝規、 

小柳 傑、志岐浩二、飯野朋彦、池田章子、笹原順哉、坂井孝行、小田慎也 

監事平野英三、柿田謙三 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他石丸将久、山下 均 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
１）長崎県理学療法士協会の次期役員選挙の概要、スケジュール、定数について 

役員定数について、規程では理事は 8名から 15名、監事は 3名以内。今回の定数は理事 15 名、監事 3
名とし、監事 3名の内 1名は外部監事とする。外部監事は理事会が推薦する。候補として、公認会計士
の東先生や作業療法士会、言語聴覚士会からの招聘などが考えられる。選挙スケジュールとして、
2025 年 1 月 5 日役員選挙の告示（ホームページにて）、1 月 13 日立候補受付開始、1 月 27 日立候補受
付終了、1 月 28 日役員立候補者の告示、選挙期間開始、2 月 11 日選挙期間終了、2 月 12 日から 25 日
投票期間（立候補者数が定数を超えた場合、電子投票を実施）、2月 26日開票、2月 27日選挙結果の告
示、3月 12日異議申し立ての締切りとなる。審議の結果、提案通り可決された。 

２）九州理学療法士学術大会の担当について 
  九州理学療法士学術大会について、鹿児島県の会長から開催年を交代してほしいとお願いされた。受

ければ長崎県の担当年が 2029年から 2028年へ 1年前倒しとなる。順番通りに進める方向で、三役 
   に一任する。審議の結果、提案通り可決された。 
 ３）島原地域広域市町村圏組合介護認定審査会委員の公募結果について 

定員 5名に対し、公募の結果、応募者は野口先生、小嶋先生、田口先生の 3名。現任の内田先生、田口
先生からはエントリーなし。内田先生は経験 10年以上。応募者について、野口先生は審査会経験 10年
以上。田口先生は経験年数が 18年であり、推薦規程の 20年以上には満たない。小嶋先生は問題なし。
推薦規程では定員に満たない場合は経験 10 年以上でも再選を妨げないことになっている。担当の浦川
理事、飯野理事と小嶋部長より現任の内田先生、本田先生に意向を伺い、リアクション次第で新しい
方を検討し、まとまり次第再度理事会へ報告する。審議の結果、提案通り可決された。 

４）地域包括ケアに資する専門職認定研修会を士会指定事業とする件について 
   ダイハツ健康講座が中止となり、地域ケア会議の士会指定事業が不足。参加要件が緩和された「地域

包括ケアに資するリハビリテーション専門職認定研修会」を新たに士会指定事業として設定し、広報
する。審議の結果、提案通り可決された。 

 ５）産業保健リハビリテーション研修会 開催について 
   産業リハビリ保健分野に関し、研修会を企画。時期は令和 8年 2月頃、講師は長崎県上五島病院産業医 

高岡沙知先生。前段として、日本理学療法士協会の担当者に産業理学療法について説明していただく
よう依頼する。オンライン形式で 90 分程度を予定。高岡先生の了承が得られれば日本理学療法士協会
に担当者を確認し、打診する。審議の結果、提案通り可決された。 

 ６）令和 7 年度 ハラスメント研修会開催の件 
   研修会のアンケート調査結果について倫理委員会の小川先生と相談し、研修会を企画した。講師は臨

床心理士の長浦先生に内諾いただけそう。日時は 12 月 21 日、オンラインで開催予定。アンケート調
査報告の後、長浦先生の講義を予定。テーマは「誰かがやってくれる」から「私もやってみる」ハラ
スメント対策。審議の結果、提案通り可決された。 

 ７）大村東彼地区第 1 回研修会における車いす選手への謝金額について 
   表記について、全回理事会での指摘を受け謝金額を検討。外から来ていただく選手に対し、会員と同

等でなく、一人あたり 1万円の謝金とする。審議の結果、提案通り可決された。 
 ８）新入会承認について 
   総会員数 2,290 名、在会会員 1,931 名、休会会員 359 名で会員施設が 426 施設。県内異動 9 名、県外

異動 2 名、入会 1 名、退会 3 名、休会 1 名。審議の結果、提案通り可決された。 
 ９）士会承認症例検討会承認の件 
   長崎大学病院より神経系の症例検討 1 件申請あり。12 月 9 日開催予定。演者は李先生、座長は名倉先

生でともに問題なし。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）第 36 回長崎県理学療法学術大会準備進捗状況報告について 

大会日程表について、教育講演の時間を延長するため、終了時刻が 16:30から 16:40に変更。プレイベ
ントの内容は未定、今後実行委員会で検討。講師とテーマは決定済み、今後各部局でタイムスケジュ
ール等の詳細を詰める。開催形式はハイブリッド形式。ポスターに講演等利用する際は事前許可が必



要なため AI キャラクターを使用。今後必要に応じ使用許可の申請も検討する。JPTA が使用している演
題登録システムが変更される可能性あり。変更の場合は再登録などの手間が発生する可能性あり。他
県士会では新システムを契約・導入している事例もある。今後情報収集に努める。 

２）令和 7 年度 上半期事業報告について 
   予定事業数 45件に対し、実施 46件、中止・延期 16件、追加 10件。中止・延期は職能推進局と地域局

で多い。下半期へ延期となった事業は職能推進局 6件、地域局 8件。延期後の開催時期が未定の事業あ
り。今後の事業案内時、延期する場合の想定時期も明記するよう説明文書を改訂予定。 

３）令和 7 年度 第 2 回学術研修会について 
   第 2回学術研修会について、日時は 10月 11日、講師は長崎大学の坂本淳哉先生。座長は記念病院の中

川光一先生。司会は学術研修班の小川先生。参加 48名で、うち県外からの参加が 33名。アンケート結
果は好評で投票機能を活用した講師とのインタラクティブなやり取りが有効だったとのこと。 

４）令和 7 年度 全国職能・政策担当者会議報告について 
   10月 16日に開催された。スポーツ領域ではスポーツ庁の公募事業に対し、JPTAが運動プログラムを開

発したとの報告あり。学校保健・母子保健では文科省や教育委員会と連携した事業展開のための予算
確保を要望している状況。産業保健領域では各県が活動方法に苦慮している状況を受け、『PT のための
産業保健入門』テキストが作成され、来年発刊予定。産業保健、母子保健、人間工学の 3領域で推進リ
ーダー制度を構築し、e-ラーニング、実戦形式のも検討されている。動物に関する理学療法が新たな
分野として注目されている。 

５）第 157 回 九州地区高等学校野球長崎大会メディカルサポートについて 
   秋の大会をサポート。9 月 14 日から 10 月 13 日、主に佐世保で開催。24 名、延べ 40 名の会員がスタ

ッフとして参加。スタッフ数が少なかったため、試合後のクーリングダウンは行わず、試合中の応急
処置を目的として介入した。 

 ６）令和 7 年度 全国高等学校サッカー選手権大会長崎県大会メディカルサポート活動について 
   6 日間、各地区で開催。スタッフ数は 9 名で、対応試合数は 31 試合すべてに対応した。多くの方の協

力で全試合対応できるようになった。今後はマニュアルに救急救命の講習の内容も追加を検討。 
  ７）令和 7 年度 平戸市福祉健康まつりについて 

  10 月 26 日に平戸市文化センターで開催。会員は 12 名参加。対象者は一般客で、ステップテスト、立
ち上がりテストを行い、その結果に対してアドバイスや健康相談を行った。参加者は 90 名。会場全体
が賑わい、ブースの方も好評だった。 

８）令和 7 年度 協会指定管理者研修会について 
   10 月 31 日に開催。事前に動画を視聴し、当日はオンラインで大山会長の講義後グループワーク実施。

参加者は 29 名で予算 187,600 円に対し、決算 123,530 円。 
 ９）令和 7 年度 地域包括ケアシステムに関する推進リーダー制度 導入研修会について 
   地域ケア会議推進リーダーと介護予防推進リーダーの導入研修会の日程が決定。県士会の事情に合わ

せて短時間での開催も可能ということで、平日の夜開催を検討した。地域ケア会議推進リーダーが1月
19 日月曜日の 18 時から約 3 時間。講師は樋口先生。介護予防推進リーダーが 1 月 26 日月曜日の同時
間帯で、講師にサンブライト愛宕の高倉先生を予定。参加費は 1,000 円。 

 １０）第 16 回 訪問リハ・地域リーダー会議 参加報告について 
    10 月 18 日土曜日の午前中に Zoom で開催。全国の、PT、OT、ST 財団主催だが、長崎県は PT 協会

のみの出席。実務者研修は各県に任せる形で、長崎では「資する研修会」を充てている。参加した
県士会員の名簿を財団の方に提出する必要があり、書式等担当の部長と共有した。 

 １１）地域・職域での予防・健康づくりを目的とした保健活動推進研修会参加報告について 
    地域職域での予防・健康づくりを目的とした保健活動推進研修会に参加した。PT 協会と OT 協会主

催、産業保健師、企業に勤める保健師さんとリハ職とのつながりなど、進んでいる県の話を聞くこ
とができた。実際の取り組みの紹介後、グループワークを行った。県士会としても県、保健所、協
会けんぽなどとの繋がりをつくる必要性を感じた。 

 １２）令和 7 年度 南島原市健康福祉まつりについて 
    10 月 19 日に開催。参加者 250 名で盛況。圧力測定、立ち上がりテスト、お悩み相談などを実施。 
 １３）令和 7 年度 西彼・西海地区第 1 回研修会について 
    10月 23 日に長与町ふれあいセンターで開催。講師は古川宮田整形外科内科クリニックの松本先生。

テーマは頸部、肩甲帯の痛みに対する臨床推論。参加者 13 名と少なかったが実技は充実し、終了後
のアンケート結果も満足度が高かった。今後広報に力を入れる必要あり。1 名、オンライン形式と勘
違いされ、当日不参加となった。開催様式の明記についても今後善処する。 

 １４）令和 7 年度 第 2 回大村・東彼地区研修会について 
    第 2 回大村地区研修会について、テーマは「拘縮の科学～メカニズムを知り、介入に生かす」。講師

は長崎大学の本田先生。2026 年 1 月 24 日土曜日の 15 時から 16 時 30 分、未来 on 図書館研修室に
て開催予定。 

 １５）令和 7 年度 第 1 回諫早地区研修会について 
    11 月 5 日に諫早市の健康福祉センターで開催。講師は長崎労災病院の菅原先生。テーマは「歩行の

ためのシューフィッティングとインソールの効果」。参加者 20 名。実技中心で参加者からは大変好
評だった。 

 １６）令和 7 年度 第２回長崎県理学療法士連盟研修会について 
    第 2 回の長崎県理学療法士連盟研修会を 10 月 20 日の月曜日に開催。Zoom を使用しオンライン開

催。講師は長崎大学の西先生、テーマは「神経障害性疼痛に対する介入戦略」。参加者 33 名、うち
県内が 32 名、県外 1 名。第 3 回は 12 月 18 日に予定しており、講師は長崎記念病院の片岡先生にお



願いしている。テーマは「痛みに対する行動医学的アプローチを併用した運動療法」。 
 １７）令和 7 年度 上五島地区第 1 回研修会について 
    上五島地区の第 1 回研修会を 10 月 10 日に開催した。時間帯は夕方の 17 時半から 19 時まで。テー

マは災害リハビリテーション。講師は長崎リハビリテーション病院の中島先生。参加者は 12 名、予
算内で終了。内容は実際の災害時の対応について写真を交えての講義で、参加者からも好評。島嶼
部特有の課題として、今後悪天候の対応など研修会運営における柔軟な体制づくりが必要。 

その他報告事項 
１）国民医療を守るための総決起大会について 

11 月 20 日に開催予定。大山会長、井手副会長が参加予定だが、もう数名参加いただく必要がある。ご
協力をお願いする。 

 ２）長崎県の地域医療を包括的に考える研修会主催医療フォーラムについて 
3 月 7 日に医師会館の大ホールにて開催される。日本看護協会の秋山会長が講演され、シンポジウムで
は PT、OT、ST、看護師で食、医療、暮らしについて話し合う。ご参加いただきたい。 

 


